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大阪大学における
課題研究指導について

大阪大学大学院理学研究科

高分子科学専攻

佐 藤 尚 弘

教務関係の運営組織図

学部教育教務委員会

プロジェクト教育実施委員会

大学院教育教務委員会

大学院教育プログラム実施委員会

理
学
研
究
科

（学部）

（大学院）

理学部化学科のカリキュラム 平成30年度オナーセミナー一覧
数学
A 常微分方程式と幾何学
B フーリエ解析入門
C 数論の広がり
D 行列の幾何学

物理
A 科学の美しさとは何だろう
B 反粒子の世界
C 宇宙線トモグラフィー
D 放射線を利用して身の回りの謎
に挑戦してみよう

E サイクロトロンと理論で見るサブ
アトミックの世界

F 自然界の物質が宇宙条件で得る
磁気活性

G 研究室に入って好きな研究をして
みよう

化学
A 生体分子合成セミナー
B 分子マシンとしてのタンパク質を考える
C Labviewプログラミングによる機器の自動制
御・自動測定

D ソフトマターの科学
E 計算機で化学する
F 機能性ナノ粒子の合成と物性測定
G 高分子のかたち：１本鎖の性質と水溶液中での
特性

H 分子性固体の物性化学―分子磁性を中心に
生物
A カイメンの形態形成にみられる糸状の構造の
観察

B D. discoideumのcAMP走化性応答に関与する
分子の同定

C オタマボヤのハウス形成過程の解析
D ヘテロクロマチンによる染色体異常の抑制
E 分裂酵母PCNAの染色体異常における役割
F メダカの音の認識



研究費の支援と
TA（ティーチング・アシスタント）

１研究課題当たり

• 5万円の研究費支援（年間総額：100万円）
• 100時間のTA経費（年間総額：180万円）

オナーセミナーの履修者数

成績の評価
Ｓ

(90点以上)

Ａ
(80点以上
90点未満)

Ｂ
(70点以上
80点未満)

Ｃ
(60点以上
70点未満)

Ｆ
(60点未満)

ＧＰ 4.0 3.0 2.0 1.0 0.0

（各授業科目で得たGP×単位数）の和

（各授業科目の単位数）の和
GPA＝

化学発展セミナー SEEDSプログラム
〇体感科学研究
• 130名程度の高校生
• 一クラス5～10名程度
• （例）「高分子とナノテクノロジー」

〇実感科学研究
• 30名程度の高校生
• 1～2名を研究指導
• （例）「カニ鍋で具材はなぜ軟らかくなるのか」
• （例）「化粧品の塗り心地」



理学部のAO入試
平成25年度から
研究奨励AO入試（高校時代に課題研究等で実績がある

学生；書類、面接）

前期試験・挑戦枠（各学科の専門科目で思考型の入学試
験；一般枠より優先して合否判定）

平成29年度から
研究奨励型AO入試（従来の研究奨励AO入試の継続）
挑戦型（小論文形式 論述型の試験）

高・大一貫校

社会に出てから

〇高分子学会

〇理学懇話会


